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研究課題 
①  数億件規模のソーシャルメディアデータからのコミュニケーションパターンの俯瞰分

析、② SDGs応用に関する研究、③ 男女共同参画研究 

研究キーワード ソーシャルメディア解析 
当年度計画に対す

る達成度 

3.概ね順調に研究が進展し、一定の成果を

達成したが、一部に遅れ等が発生した 

関連する 

SDGs項目 

4.質の高い教育をみん

なに 

5.ジェンダー平等を実

現しよう 

10.人や国の不平等をな

くそう  

17.パートナーシップで

目標を達成しよう  

１． 研究成果の概要 

２． 本研究は数億件規模のソーシャルメディアデータを対象とし、ユーザのコミュニケーションパタ

ーンの俯瞰分析を行い、非合理的でかつ偶発的な理不尽な行動（集合行動）を検知する手法の開発

を目指したものである。本年は特に、全量Twitterデータを対象として、「ワクチン」に関するTw

eetsの分析を行い、SNS上の話題が政府のワクチン接種普及政策によって変遷があったこと、また、

ワクチン接種が一般化するにつれ、人々の意識が、「政府への批判」から「個人的な情報発信」へ

と変化したことなどを示した。発表論文は新聞等にも掲載され、社会へのアピールもできた。その

他に、オリンピックや選挙といった社会事象において、SNS上の話題がどのように変化したかを、

昨年度提案した2段階クラスタリング手法を用いて分析をおこなっており、現在、論文化を進めて

いるところである。提案手法は大規模データに対して安定したクラスタリングを行う手法として

広く使われつつあるデータ研磨（マイクロクラスタリング手法）を用い、話題の変遷や時系列推移

を俯瞰するものである。本来は、2段階クラスタリング手法の結果を用いて、学術論文を作成する

予定であったが、そこには至らなかったため、若干の遅れが生じているといえる。 

 

３． 学長プロジェクトの研究活動の一貫として、SDGsを実現するための応用研究に取り組んだ。特に企

業や大学の統合報告書をテキストマイニングのテクニックを用いて分析し、各組織の特徴抽出な

どを行った。結果として、統合報告書が企業や大学の特徴を表現していることを定量的に示すこと

ができたと共に、SGSs への取り組みが企業の生産性に対してPositiveな影響を与えていると考え

られるということを示唆できた。公開講座での研究報告も実施した。 

 

４． 男女共同参画研究（女性技術者・研究者の支援活動）を行った。複数の学会でのキーノートを実施

し、また、G20のエンゲージメントグループであるW20の共同代表として、国際的な男女共同参画に

関するコミュニケ作成にも貢献した。 
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３．主な経費 

論文作成環境（ソフトウェア）、学会出張（シンガポール） 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

引き続き以下の科研費を受け入れ中。 

• 大規模 SNS 上の話題の構造化による集合行動解析手法（基盤 B）研究代表者 

• ソーシャルメディアのモニタリングを強化するためのグラフ時系列モデルの構築（基盤 B）研究分担

者 

• 構造抽出による自然言語ビッグデータへの高次高精度なデータマイニング技術の開発（基盤 A）研究

分担者 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


